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■宮城県仙台市『地球温暖化対策について』 

自然エネルギー利用への取り組みと自動車環境負荷低

減計画について調査。仙台市地球温暖化対策推進計画に

基づき、４３ヶ所の小学校等屋上に太陽光発電システム

を導入、１０ｋＷのソーラーパネルで年間発電量は１基1

万ｋＷｈ、電気代１２万円、CO2換算５トンの削減が見込

まれる。発電経費効果は４０年を要するが、可視的効果

及び学習用パンフレットの作成による教育的効果が狙い

とされている。また、自動車環境負荷低減計画に基づき、平成２２年度までに公用車に占

める低公害車の割合を４０％にすることを目指すなど５つの施策を推進している。 

市の率先垂範事業が主であり、企業、市民向けの施策は少ないが、行動実例や省エネの

経済効果の提示を繰り返すことで環境に対する意識をかえてゆく努力がなされている。 

■福島県喜多方市『喜多方市小学校農業教育特区について』 

 第１２回構造改革特別区域に申請、認定され、平成１

９年度から開始された。小学校３年生から６年生までの教

育課程に、総合的な学習の時間を移行して年間授業時間数

３５時間を確保する「農業科」を新設する３小学校を指定

し、実施、独自のテキストも作成される。従来の総合的な

学習による年間１０時間程度の農作業体験と異なり、週１

時間程度農業活動にあてる時間を確保し、一連の農作業活

動を通して、児童の豊かな心、社会性、主体性を育成する

ことが目標とされている。地域との連携を重視し、教育委員会が委嘱する農科支援員（ボ

ランティア）の支援も受ける。農業が主要産業のひとつであり、約６５％の生徒児童が何

らかのかたちで農業に関わっているという背景のもと、よい顔をする児童、支援者が確実

に増えている。  

■千葉県市川市『防災公園街区整備事業について』 

 明治乳業㈱市川工場の移転に伴い、その跡地を「防災

公園街区整備事業」として平成１２年に事業を開始し、

平成１６年に大洲防災公園が竣工。面積は２．８ｈａ、

総工費約６６億円（内５３億円が用地費）で２３億円の

国庫補助をうけ整備。平常時はレクリエーション、交流、

憩いの多目的公園として利用されているが、災害時には

防災整備施設として避難圏域の住民の一時避難場所、情

報の収集と伝達、復旧活動支援等の機能をもつ。耐震性

貯水槽、非常時便槽、地下雨水貯留槽、非常時発電機、管理事務所兼備蓄倉庫等が配置さ

れ、１万人が３日間対応できる設備となっている。災害時に速やかに設備を使用できる訓

練と避難圏域の住民への防災設備の認識の浸透が今後の課題となっている。 


